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御
宿
町
一
般
会
計

　
　平
成
24
年
度
決
算
報
告

　平成24年度の一般会計決算は歳入38億9,685万円、

歳出36億9,289万円となりました。

　決算は、施策の実施効果について様々な視点から評価

することで、今後の町政の運営に活かしていくものです。

決算から平成24年度に行った事業を振り返り、どのよ

うなかたちで町づくりに活かされたか確認しましょう。
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地
域
主
権
改
革
が
進
め
ら
れ
、
地

方
は
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
自
主
的
、

総
合
的
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
24
年
度
、
町
は
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
一

層
の
充
実
と
見
直
し
を
図
っ
た
上
で

時
代
に
即
応
し
た
施
策
展
開
を
図
る

「
温
故
知
新
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
課
題

や
負
担
を
先
送
り
に
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

●
新
し
い
体
育
館

　
　
　
　

防
災
の
拠
点
と
し
て
も

建
設
事
業
費　

５
億
１
，
５
２
４
万
円

　

改
築
さ
れ
た
御
宿
中
学
校
体
育
館

及
び
柔
剣
道
場
。
部
室
や
倉
庫
等
収

納
力
が
高
く
、
生
徒
が
便
利
に
使
え

る
よ
う
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
雨
水
の
利
用
が
可
能
な
水
洗

シ
ス
テ
ム
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
取
り
入

れ
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
情
報
通
信
線

の
配
備
、
雨
水
タ
ン
ク
や
外
部
電
源

取
込
口
の
設
置
が
施
さ
れ
、
防
災
の

拠
点
と
も
な
り
ま
す
。

●
防
災
力
の
強
化

御
宿
台
区
防
災
無
線
子
局
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
５
２
万
円

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
６
９
万
円

勝
浦
若
潮
高
校
旧
御
宿
校
舎
購
入

　
　
　
　
　
　
　

３
，
７
０
８
万
円等

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
以
降
、
町
で
は
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、

御
宿
台
区
の
防
災
無
線
子
局
設
置
、

震
災
を
受
け
、
新
た
に
決
め
ら
れ
た

基
準
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
の
策

定
や
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
交

付
金
を
活
用
し
た
防
災
備
蓄
品
の
整

備
等
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
台

に
あ
る
利
点
を
活
か
し
、
地
域
防
災

や
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
活
用
し

て
い
く
た
め
に
廃
校
と
な
っ
た
勝
浦

若
潮
高
校
旧
御
宿
跡
地
の
購
入
を
し

ま
し
た
。　

●
指
定
ご
み
袋
制
へ
の
移
行

指
定
ご
み
袋
製
造
委
託
４
５
８
万
円　
　

　

ご
み
の
排
出
の
減
量
化
、
処
理
に

関
わ
る
住
民
負
担
の
平
等
化
を
図
る

た
め
、
平
成
24
年
10
月
１
日
よ
り
、

指
定
ご
み
袋
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
回
の
決
算
よ
り
、
指
定
ご
み

袋
製
造
等
に
関
わ
る
支
出
が
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
購
入
し
て
い

る
ご
み
袋
の
代
金
は
、
ご
み
処
理
に

関
わ
る
費
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
決
算

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
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▲御宿保育所　子ども達の様子

●
観
光 

魅
力
あ
る
御
宿
を
ア
ピ
ー
ル

県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金
を
活
用

し
た
海
水
浴
場
監
視
体
制
の
充
実
、
記

念
館
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
案
内
開
始
等　

６
２
３
万
円

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
県
緊

急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、

安
全
安
心
な
海
水
浴
場
の
運
営
や
、

魅
力
あ
る
御
宿
の
情
報
発
信
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復

興
基
金
交
付
金
を
活
用
し
た
ノ
ベ
ル

テ
ィ
ー
の
作
成
、
海
や
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充

を
図
り
ま
し
た
。

一般会計
歳入・歳出決算の状況
※グラフは平成24年度一般会計
　決算概要を基に作成しています。

自主財源 17億4,413万円（44.7％）
　※町が自主的に収入する財源
依存財源21億5,272万円（55.3％）
　※国や県から交付される財源等

●
子
育
て
支
援
・

　
　

保
育
環
境
の
整
備
の
た
め
に

児
童
福
祉
施
設
建
設
等
基
金　

１
億
円

児
童
・
子
ど
も
医
療
費
助
成

１
，１
０
９
万
円

　

老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
統
合
と
改

築
を
検
討
し
て
い
る
御
宿
保
育
所
、
岩

和
田
保
育
所
建
設
に
関
す
る
将
来
の
財

政
負
担
を
見
据
え
、「
児
童
福
祉
施
設

建
設
等
基
金
」
を
新
設
し
、
基
金
の
積

み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
が

実
施
し
て
い
る
０
歳
か
ら
小
学
校
３
年

生
の
通
院
、
０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生

の
入
院
に
関
わ
る
医
療
費
の
助
成
に
加

え
、
町
単
独
で
平
成
24
年
度
よ
り
小
学

校
４
年
生
か
ら
の
中
学
校
３
年
生
の
通

院
に
関
わ
る
医
療
費
の
助
成
を
開
始
す

る
等
、
子
ど
も
の
育
成
環
境
の
整
備

や
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
分
野
に
お

い
て
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
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一人あたりに注目！
各分野、対象者１人あたりの決算額をまとめてみました。

●子育て支援
子ども・児童手当支給	 １０９千円/受給者
保育所運営	 ７４３千円/入所者
児童館運営	 ３０千円/児童数
児童・子供医療助成	 １７千円/０歳～中学校３年生
　妊婦・乳幼児健診	 ２０千円/妊婦・４歳未満児

●教育・文化の向上
小学校運営・施設等整備	 １１５千円/児童数
中学校運営・施設等整備	 ３，１７９千円/生徒数
社会教育の充実（公民館やＢ＆Ｇ海洋センター運営等）
	 １１千円/人口

●福祉の充実
障がい者福祉（補装具交付、自立支援等）
	 ３０９千円/手帳交付者
老人福祉（緊急通報装置設置、養護委託等）
	 ７千円/６５歳以上の方

●生活基盤整備・環境対策
道路整備	 ３千円/人口
ごみ処理	 ４０千円/人口
河川浄化・環境整備	 ４千円/人口

●産業振興
農業　　　４１３千円/従事者
漁業　　　１０１千円/従事者
商工観光　２０６千円/従事者

●消防防災・防犯・交通安全
	 ２９千円/人口

●貯金の積立
	 ２１千円/人口

●借入金の返済
	 ５０千円/人口

※国や県からの支出金等も含まれ
ています。

また、次ページにて紹介している発生主義や複式簿記の考え方を取り入れた財務諸表や、財政
健全化判断比率・資金不足比率を作成し、町の資産・負債について把握し、将来財政運営の改善
はもとより、世代間負担の均衡や収入に対する行政コスト等について役立てています。
平成２４年度決算の概要については町のホームページで公表しています。バランスシート等財
務諸表についても解説していますので、ぜひご覧ください。

町施設における太陽光発電について
町では、地球環境への負荷の低減と新たな財源確保

のため、平成２１年度からメキシコ記念公園内公衆ト
イレ、平成２２年度から駅前観光案内所において、太
陽光発電を行っています。
各年度における売電電力量及び売電金額は右表の通

りです。
地域における再生可能エネルギーの導入に対する皆

さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

年度 売電電力量
(kwh) 売電金額(円)

２１
（10月～3月） ２４ １，１４２

２２ ５２８ ２５，３４４

２３ ２，２２８ １０６，９４４

２４ ２，３８４ １１４，４３２

２５
（９月末現在） １，４２４ ７１，７１２
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（単位：％）

（単位：千円）平成25年３月31日現在

（単位：％）

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、毎年度決算に係る健全化判断比率及
び資金不足比率を算定し公表することとなっています。
健全化判断比率・資金不足比率は、その自治体のあらゆる会計のほか、一部事務組合の会計
を連結し、総合的に判断するもので、これらの比率のいずれかが国の示す基準を超えた場合、
財政運営の健全化を図るための計画策定などの様々な制約が課せられます。なお、平成２４年
度決算における御宿町の各比率は、いずれも基準の範囲内となりました。

実質公債費比率
ある一定方式により算出した標準的な年間収入に対す
る借入金の返済額の割合を表す指標

将来負担比率
ある一定方式により算出した標準的な年間収入に対す
る将来負担すべき負債額の割合を表す指標

資金不足比率
公営企業の資金の不足額が、事業規模に対してどの程
度あるか表す指標（資金不足が無ければ「－」の表記）

実質赤字比率
町の一般会計が、黒字か赤字かを判断する指
標（黒字の場合「－」の表記）

連結実質赤字比率
特別会計と公営企業会計を合わせた町のすべ
ての会計が、黒字か赤字かを判断する指標（黒
字の場合「－」の表記）

※早期健全化基準・財政再生基準・経営健全化基準
各指標がこれらの基準を超えると破たん寸前の団体と
指定され、国の管理のもと計画的な財政の健全化を図る
こととなります。

住
民
一
人
当
た
り
のバ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
保
有
し
て

い
る
財
産
（
資
産
）
と
そ
の
財

産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
・

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を

総
括
的
に
対
照
表
示
し
た
財
務

諸
表
で
す
。

※
基
準
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
数

７
，９
５
６
人
で
割
り
返
し
た
値

資
産
の
部
は
、
イ
ン
フ
ラ
資
産

や
施
設
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
と
、

資
金
流
入
を
も
た
ら
す
税
金
の
未

収
金
や
売
却
可
能
資
産
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
投
資
等
に
は

公
社
等
へ
の
出
資
金
の
ほ
か
、
使

途
が
特
定
さ
れ
て
い
る
基
金
、
回

収
で
き
て
い
な
い
債
権
な
ど
の
資

産
が
計
上
さ
れ
ま
す
。
流
動
資
産

は
、
現
金
や
必
要
に
応
じ
て
使
え

る
基
金
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

負
債
の
部
は
、
主
に
償
還
義
務

の
あ
る
地
方
債
が
含
ま
れ
ま
す
。

地
方
債
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
財
源
で
あ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
世
代
間
の
公

平
性
を
踏
ま
え
発
行
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
負
債
は
「
将
来
世
代
が
負

担
す
る
も
の
」
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
将
来
支
払
い
義
務
の
履
行
に

よ
り
資
金
流
出
を
も
た
ら
す
も
の

も
含
ま
れ
ま
す
。

借　方 住民一人
当たり 貸　方 住民一人

当たり
【資産の部】 【負債の部】

1.公共資産計 1,554 1.固定負債計 498
2.投資等計 426 2.流動負債計 54
3.流動資産計 76 【純資産の部】

1.公共資産等整備国
県補助金等 305

2.公共資産等整備一
般財源等 1,452

3.その他一般財源 ▲253
4.資産評価差額 0

資産合計 2,056 負債・純資産合計 2,056

平成24年度　健全化判断比率・資金不足比率　を公表します

区　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ― 15.00 20.00 

連結実質赤字比率 ― 20.00 30.00 
実質公債費比率 8.7 25.0 35.0 
将来負担比率 57.5 350.0 

会計名 資金不足比率 経営健全化基準
御宿町水道事業会計 ― 20.0 
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11月11日～11月17日は『税を考える週間』です。

町では、皆さんが笑顔で健康な暮らしができるように色々な仕事を行っています。町税は、こ
れらの仕事を進めるうえで中心となる重要な財源です。皆さん一人ひとりに納めていただいた税
金が、御宿町のまちづくりの原動力となっています。

税金とのかかわり
「税」は皆さんの日常生活に深くかかわっています。道路や小中学校の整備、消防、ゴミの収集、
福祉や出生届等の受付など個人や民間だけではまかなうことができない公共サービスや公共施設
などあらゆる分野で有効に活用されています。
税金の仕組みと町税収入
町税とは、町に納める税金の総称で「町民税」「固定資産税」「軽自動車税」「たばこ税」などがあ
ります。これに対して「所得税」や「消費税」など国に納める税金を国税、「県民税」や「自動車税」
など県に納める税金を県税と言います。
平成２４年度の町税収入総額は９億７，９００万円で、歳入総額の２５％となっています。この
うち町民税（所得に応じて負担）は３億８，９００万円、固定資産税（資産の価値に応じて負担）
は５億３，９００万円で、この２つで町税全体の約９５％を占めています。皆さんに納めていただ
いた税金を１人あたりに換算すると１２万３，０５２円になります。

【問い合わせ】税務住民課税務班☎０４７０－６８－６６９２

子どもからお年寄
りまでの福祉や各
種医療費、保育所
運営、児童館運営等

子どもからお年寄
りまでの福祉や各
種医療費、保育所
運営、児童館運営等

借入金の返済借入金の返済

衛生費
17,596 円
衛生費

17,596 円

災害復旧費
123 円

災害復旧費
123 円

教育費
23,011 円
教育費
23,011 円

公債費
12,920 円
公債費
12,920 円

総務費
22,765 円
総務費
22,765 円

消防費
　　6,645 円
消防費
　　6,645 円

議会費 2,584 円議会費 2,584 円

農水・商工費 6,522 円農水・商工費 6,522 円

土木費 2,461 円土木費 2,461 円

学校・社会教育や
社会体育、青少年
活動の推進、文化
財の保護等

学校・社会教育や
社会体育、青少年
活動の推進、文化
財の保護等

戸籍の受付や各種証
明書の発行等の窓口
サービス、選挙等

戸籍の受付や各種証
明書の発行等の窓口
サービス、選挙等

農林水産観光業、
商工振興等
農林水産観光業、
商工振興等

ゴミ処理や水質保全、
特定健診や予防接種等
の各種保険事業等

ゴミ処理や水質保全、
特定健診や予防接種等
の各種保険事業等

町民１人あたりの
納税額

123,052 円

道路や河川の整備、
町営住宅等 民生費

28,425 円
民生費
28,425 円

知っていますか？税金のしくみ

町税の使いみち ※平成25年3月31日現在人口（7,956人）で算出
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　９月15日から19日までの15日間、ライフセービングウィー
ク御宿２０１３が開催され、国内外から多くのライフセー
バーが日頃磨いてきた救助技術を御宿の海岸で競い合いまし
た。今回、御宿町では初となる国際大会の開催に合わせ、ア
メリカ、カナダ、オーストラリア等7つの国と地域の選手と
御宿町内の子ども達との交流イベントを企画。20日に町内の
学校を選手たちが訪れ、学校や海岸で交流会が行われました。
　海岸で子どもたちはライフセービングの大会には欠かせな
い「ビーチフラッグス」に挑戦。砂浜に置かれた目標を目指
し、一生懸命走る姿を見せてくれました。また、各国最上位
のライフセーバー達によりレスキューボードを使った救助技
術が披露され、熱心にその様子を見学していました。

　御宿中学校で行われた書道の体験では、「What does 
“笑” mean ？」「It means smile ！」と選手と生徒が英
語で会話する場面も。剣道を体験した選手は「日頃ス
ポーツはしているが、こういったのは初めてでとても
新鮮だった。」と話してくれました。選手たちは他に
もお囃子、柔道、折り紙等、様々な日本文化を子ども
達と共に体験しました。
　また、御宿は１６０９年に難破したスペインのサ
ン･フランシスコ号を助けた史実の残る“海難救助の
町”であることが中学校生徒により英語で紹介されま
した。「岩和田の人々の情け深さや船員たちを手厚く
もてなしたことは、国家間の友好や協力について、私
たちすべての人々への教訓となりました。今もなお消
滅せずにみんなの心に生き続けるこの驚くべき出来事
を、ずっと忘れないでいたい。」と３年生加

か

藤
とう

未
み さ き

沙樹
さんがスピーチ。文化のみでなく、ライフセービング
の“人命救助の精神”を通じてグローバルな交流を楽
しみました。

The village of Iwawada 
　where Don Rodrigo was rescued is my hometown. 
　　　　　　　　　　I’m proud of our ancestors ！

※生徒スピーチより
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　９月、１０月と、「おんじゅく伊勢えび祭り」が開
催されており、町内の協賛店でお造りや鬼殻焼き等の
伊勢えびメニューの提供や、月の沙漠念館前で伊勢え
びの直売会が土・日・祝日に行われています。
　また、９月８日（日）、１０月６日（日）には「伊
勢えび祭りビッグイベント」が行われ、２日あわせて
3万5千人の方が潮風のグリルで海の幸を味わいまし
た。１０月６日に行われたイベント時には、「日西墨
友好の絆記念日」記念式典で御宿を訪れていた駐日メ
キシコ合衆国大使館公使、駐日スペイン大使館公使が
会場を見学され、御宿自慢の伊勢えびを楽しまれまし
た。

豪快に食す　海の幸
～おんじゅく　伊勢えび祭り～

水
と
土
と

　
　
い
の
ち
の
恵
み

～
布
施
小
稲
作
体
験
・
稲
刈
り
～

　

布
施
小
５
年
生
が
「
布
施
っ
子
田
ん
ぼ
」
に
植
え
た
稲
が
９

月
６
日
（
金
）
に
収
穫
を
迎
え
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
始
め
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
で
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
段
々
と
慣
れ
て
く
る
と
、
１
束
２
束
と
サ
ク
サ

ク
と
鎌
で
刈
り
取
り
、
稲
穂
の
束
を
積
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　

自
ら
植
え
、
刈
り
取
る
と
い
う
こ
の
貴
重
な
体
験
は
、
地
域

の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
達
に

～
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
会
～

　

ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
会
で
は
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
生
息
地
の

環
境
整
備
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
生
息
地
に
あ
る
耕
作
放

棄
さ
れ
た
田
の
再
生
と
管
理
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
保
存
会
が
再
生
し
た
田
か
ら
収
穫
さ
れ
た
お
米
が
御

宿
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
、
渡わ

た
な
べ邉
晴は
る

雄お

会
長
か
ら
校
長
先
生
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
米
は
学
校
の
調
理
実
習
等
で
子
ど
も
達
の
教
育
に
使

わ
れ
ま
す
。
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地元食材をつかって
　　　　御宿グルメ　メニュー開発

　今年度町では、地場産業の振興及び農商工連携施策の一環として、年間を通し、比較的低価格で、町内飲食・宿泊業で手を取
り合い提供できるご当地グルメの研究・開発を行っています。今回『おんじゅく揚げ』と題し、御宿でとれた玉ねぎ、じゃがい
も等の農産物やイカ、アラメ等の水産物を活用したオリジナルかき揚げの開発を、料理研究家と共に行い、７月に町内飲食・宿
泊業に対し調理講習会を行いました。講習会では、８品のオリジナルかき揚げが提案され、その中でも特に町のイメージに合っ
ていた『メキシカンタコス風かき揚げ』と『おにぎりかき揚げ』を「おんじゅく伊勢えび祭り」にて無料配布を行い、好評を頂
きました。レシピは以下のとおりです。ご意見、ご感想がありましたら町産業観光課（☎0470-68-2513）までお寄せください。

☆もっちり柔らか　メキシカンタコスのかき揚げ
材料（５～６人分）
Ａ具　　ゆでだこ：足２本分　厚さ５ｍｍに切る
　　　　いか：１パイ　細みじん切りに
　　　　ゆでたまご：３個　ざく切りに
　　　　にんじん：６０ｇ　みじん切りに
　　　　たまねぎ：１００ｇ　粗みじん切りに
　　　　とうもろこし：１本
　　　　じゃがいも：１２０ｇ　ゆでて１ｃｍ角に切る
　　　　パプリカ（赤）：８０ｇ　１ｃｍ角に切る　
Ｂ衣　　薄力粉：１００ｇ
　　　　ベーキングパウダー：０．２ｇ
　　　　じゃがいも：８０ｇ　ゆでてつぶす
　　　　生たまご：１こ
　　　　牛乳：１５０ｍｌ
　　　　トルティーヤチップ：３０ｇ　細かく砕く
　　　　オリーブオイル：４０ｇ
Ｃソーストマト：３００ｇ　湯むきし、ざく切りに
　　　　玉ねぎ：１００ｇ　みじん切りに
　　　　オリーブの実：８０ｇ　みじん切りに
　　　　オリーブ油：１００ｇ
　　　　レモン汁：６０ｇ
　　　　タバスコ、塩、コショウ：少々
揚げ油、サラダ野菜　適量

☆甘辛だれが後をひく　おにぎりかき揚げ
材料（５～６人分）
Ａそぼろかつお：３００ｇ　１ｃｍ角に切る
　　　　生姜：１０ｇ　千切りに
　　　　しょうゆ、みりん、酒：各３０ｇ
　　　　砂糖：５０ｇ
　　　　水：１５０ｇ
Ｂ野菜　にんじん：８０ｇ　３ｃｍの千切りに
　　　　ごぼう：６０ｇ　ささがきに
　　　　たけのこ水煮：６０ｇ　薄切りに
　　　　しいたけ：４０ｇ　薄切りに
　　　　アラメ（乾燥）：４０ｇ　水で戻し、千切りに
　　　　昆布かつおだし：３００ｇ
　　　　薄口しょうゆ、みりん：各２０ｇ
　　　　砂糖：３０ｇ
　　　　塩：少々
Ｃたれ　しょうゆ：１００ｇ
　　　　たまりじょうゆ：５０ｇ
　　　　みりん、酒：各１００ｇ
　　　　砂糖：１５０ｇ
　　　　干ししいたけ：３枚
　　　　生姜汁：３０ｇ
Ｄ衣　　薄力粉：２００ｇ
　　　　卵水★：３５０ｇ
　　　　　　　（★卵水：たまご１個に対し水４００ｇ）
ごはん４合、揚げ油、大葉、のり

作り方
①Ｂを合わせ、衣をつくる。
②Ａに軽く薄力粉（分量外）をまぶしてから①　
　と合わせる。
③１６０℃の油に②を一口サイズの大きさにし
　て入れ、揚げる
④Ｃを合わせソースを作り、サラダ菜等と盛り
　付ける。

作り方
①Ａでかつおのそぼろをつくる。
②Ｂで野菜の煮物をつくる。
③Ｃで甘辛だれをつくる。
④ごはんに①、②を混ぜ込んでおにぎりをつく　
　り、冷ましておく。
⑤④に大葉をはりつけ、衣を付けて１８０℃の
　油で揚げる。
⑥熱いうちに甘辛だれにくぐらせ、のりで巻く。
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長
康

健
寿

９
月
13
日
（
金
）、
町
公
民
館
に
て
、
第
59
回
御
宿
町
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
大
勢
の
方
が
来
ら
れ
、
お

祝
い
の
演
目
と
し
て
、
春
潮
会
、
し
の
の
め
会
、
絹
子
社

中
に
よ
る
演
芸
の
披
露
、
県
交
通
安
全
協
会
が
演
じ
る
「
千

葉
黄
門
の
交
通
安
全
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
真
木

順
子
先
生
が
指
導
す
る
御
宿
町
児
童
合
唱
団
に
よ
る
歌
の

発
表
で
は
、
か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
達
の
お
祝
い
を
受
け
、

会
場
の
皆
さ
ん
が
歌
を
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手
拍
子

を
打
っ
た
り
と
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
佐さ

く

た
久
田

み
さ
氏
は
「
我
々
は
長
く
健
康
に
生
き
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第５９回
御宿町敬老会

いつもありがとう。
長生きしてね。

～中央国際高等学校開校～
平成２４年度に県より購入した勝浦若潮高

校御宿校舎跡地に私立中央国際高等学校が開
校しました。主に６月、１１月の年２回、御
宿の校舎に首都圏から全生徒が集合し、スクー
リングを行う予定で、生徒の宿泊は町内の施
設を利用します。
校舎２棟のうち１棟を中央国際高等学校へ

貸し出し、もう１棟は防災や地域活性化の拠
点としての活用をしていきます。

町有地の有効活用
・地域活性化を
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百
歳ご長

寿
の
お
祝
い
を

今
年
度
は
７
名
の
方
が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、

石
田
町
長
が
お
祝
い
の
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
し
た
。

▲髙
たかなし

梨助
すけじろう

治郎さん

▲村
むらいし

石スズ子さん▲渡
わたなべ
邉喜

き よ こ
代子さん

（ひげ剃り等）身支度は自分で毎日きちんとする。色々な
ことに興味を持つのが長生きの秘訣、と教えてくれました。
また、パズルが好きで、作るのもするのも得意。お手製
の知恵の輪を見せてくださいました。今はペットボトルを
使った小物作りに取り組んでいるそうです。

ご
家
族
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
祝
い
状
と
銀
杯
、
必
ず
本
人
に

渡
し
ま
す
。」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
元
気
な
様
子
で
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
に
お
話

し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
祝
い
状

を
渡
さ
れ
た
と
き
、
素
敵
な
笑
顔
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

▼（
右
か
ら
）
岩い

わ
せ瀬
順じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
、
岩い
わ
せ瀬
と
き

さ
ん
、
松ま

つ
も
と本
菊
治

き
く
じ

さ
ん
、
吉よ
し
の野
松ま
つ
お夫
さ
ん

松
本　

治
さ
ん
は
「
総
理
大
臣
か
ら
で
す

よ
」
と
祝
い
状
を
渡
さ
れ
た
と
き
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
、
は
っ
き
り
答

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
岩い

わ
せ瀬
順じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
の
ご
家
族
の
方
は

「
以
前
は
体
調
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
と
の
接
触
で
健

康
も
回
復
し
、
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
御

宿
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
環
境
に
も
周
囲
の

方
々
に
も
恵
ま
れ
、
長
生
き
で
き
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

防
災

Vol.17

◇
住
民
の
災
害
時
対
応
に
つ
い
て

　

気
象
庁
で
発
表
さ
れ
る
「
特
別
警
報
」
が
創

設
さ
れ
て
か
ら
１
カ
月
に
な
り
ま
す
。
秋
田
・

岩
手
両
県
で
の
豪
雨
、
山
口
豪
雨
、
北
海
道
豪

雨
、
台
風
十
八
号
襲
来
に
よ
り
局
地
的
豪
雨
、

大
規
模
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
全
国
的
に
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
「
命
を
守
る
た
め

の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
が

あ
り
ま
す
。
大
雨
、
地
震
、
津
波
、
高
潮
な
ど

に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
危
険
性
が
著
し

く
高
ま
っ
て
い
る
時
に
、
特
別
警
報
を
発
表
し

て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

〇
住
民
の
行
動
（
自
助
）

　

台
風
が
来
る
、
雨
が
急
激
に
降
り
出
す
、
強

風
が
吹
き
だ
す
、
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
等
、
自

分
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に

早
く
気
づ
き
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情
報

収
集
を
ま
ず
行
っ
て
下
さ
い
。
災
害
を
未
然
に

知
る
努
力
を
し
、
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
最

善
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
町
が
行
う
避
難
情
報
の
レ
ベ
ル
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・「
避
難
準
備
情
報
」

　

住
民
に
対
し
て
避
難
準
備
を
呼
び
か
け
る
と　

　

と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
時

　

要
援
護
者
に
対
し
て
、
早
め
の
段
階
で
避
難

　

行
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

・「
避
難
勧
告
」

　

災
害
に
よ
っ
て
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の

　

住
民
に
対
し
て
、
避
難
を
進
め
る
も
の
で
す
。

・「
避
難
指
示
」

　

住
民
に
対
し
、
避
難
勧
告
よ
り
も
強
く
避
難

　

を
求
め
る
も
の
で
す
。
避
難
勧
告
よ
り
も
急

　

を
要
す
る
場
合
や
人
に
被
害
が
出
る
危
険
性

　

が
非
常
に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
表
し
ま
す
。

　

発
表
さ
れ
た
地
域
住
民
は
た
だ
ち
に
避
難
行

　

動
を
開
始
し
て
下
さ
い
。

拘
束
力
は
、

　

弱
い　

避
難
準
備
情
報

　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
避
難
勧
告

　
　
　
　
　

＞

　

強
い　

避
難
指
示

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
避
難
情
報
が
発
表

さ
れ
た
際
は
、
皆
さ
ん
の
速
や
か
な
行
動
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
自
分
で「
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

の
判
断
は
せ
ず
、
情
報
ど
お
り
に
行
動
し
ま
し
ょ

う
。

　

あ
わ
せ
て
災
害
時
持
出
品
の
準
備
も
行
い
ま

し
ょ
う
。

〇
町
の
対
応

・
避
難
情
報
の
発
表
（
防
災
行
政
無
線
、
携
帯　

　

電
話
緊
急
メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
情　

　

報
提
供
）

・
町
、
町
消
防
団
、
自
主
防
災
会
に
よ
る
広
報　

　

活
動

・
避
難
所
開
設（
防
災
行
政
無
線
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
、
テ
レ
ビ
で
周
知
）

・
応
急
復
旧
（
町
消
防
団
と
協
力
し
応
急
的
に

　

災
害
対
応
）

・
町
職
員
は
、
気
象
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
、　

　

当
町
に
震
度
４
以
上
の
地
震
が
起
こ
っ
た
時
、　

　

特
に
災
害
の
発
生
が
見
込
ま
れ
た
時
な
ど
に　

　

参
集
し
、
災
害
の
危
険
が
な
く
な
る
ま
で
災

　

害
対
応
を
行
い
ま
す
。

　９月の下旬に春日神社、大宮神社、八幡神
社の秋祭りが行われ、秋空の下に神輿を担ぐ
威勢のいい声が響きました。
　２７日には春日神社の祭礼に先立ち奉納
される高山田神楽囃子が須賀多目的広場に
て披露されました。この神楽は親から子、子
から孫へ、星霜３００年以上の歴史と伝統と
を受け継ぐもので、諸病諸疫及び諸悪魔退
散、五穀豊穣を祈願する小幡神楽囃子と共に
御宿町の無形文化財に指定されています。
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○平成2６年度保育所入所申込受付○

○平成2６年度放課後児童クラブ入会申込受付○

平成２６年４月１日から新たに保育所への入所を希望するお子さんの申込受付を行います。
なお、現在入所中で、小学校就学時までの入所承諾を受けているお子さんは申込不要です。（就労
状況が変更になった場合はご申告ください。）　
【入所資格】生後６か月以上の「日中家庭において保育する人」のいないお子さん
【申込方法】入所申込書等（勤務証明書・母子手帳の写し・身体障害者手帳の写し・医師の診断書の

写し等）を記入の上、役場保健福祉課または御宿・岩和田保育所にご提出ください。
※入所申込書は保健福祉課及び両保育所に用意してあります。

【選考方法】基準に基づき、家庭保育の困難なお子さんから順に定員の範囲内で決定します。

平成２６年４月から放課後児童クラブへの入会を希望する児童の申込受付を行います。なお、
現在入会中の児童も申し込みが必要です。
【入会資格】以下のどちらにも該当する方
	 ・町内に住所を有する小学校１～３年生（平成２６年４月１日現在）
	 ・保護者（同居の家族も含む）が仕事などで放課後家庭にいない児童
【事業概要】授業終了後の生活の場として、指導員や他児童と遊び等を行います。
【費　　用】月額５，０００円（８月は７，０００円）
【申込方法】入会申込書等（保護者の勤務証明書）を記入の上、役場保健福祉課または御宿児童館

にご提出ください。※入会申込書は保健福祉課及び御宿児童館に用意してあります。
【選考方法】基準に基づき、家庭保育の困難な児童から順に定員（２５名）の範囲内で決定します。

【問い合わせ】保健福祉課福祉介護班　☎０４７０－６８－６７１６

受付日時、場所
平成２５年１１月１日（金）～１１月２２日（金）
保健福祉課　　８：３０～１７：１５（土日・祝日を除く）
御宿児童館　　９：００～１７：００（月・祝日を除く）

受付日時、場所
平成２５年１１月１日（金）～１１月２２日（金）
保健福祉課	 ８：３０～１７：１５（土日・祝日を除く）
御宿・岩和田保育所	 ７：３０～１７：１５（土日・祝日を除く）
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千
葉
県
生
涯
大
学
校
外
房
学

園
で
は
、
生
徒
が
習
得
し
た
工

芸
や
手
芸
を
活
か
し
た
作
品
を

一
堂
に
展
示
し
、
各
科
（
園
芸
、

陶
芸
、
生
活
、
福
祉
）
の
学
習

成
果
を
公
開
す
る
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

花
卉
園
芸
品
、
盆
栽
、
陶
芸

作
品
、
書
道
、
切
り
絵
、
手
芸
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
、
体
験
企
画
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
23
日　

10
時
～
16
時

11
月
24
日　

10
時
～
15
時

▼
場
所

外
房
学
園
茂
原
校
舎

（
茂
原
市
本
小
轡
３
１
９-

１
）

▼
問
い
合
わ
せ

外
房
学
園

☎
０
４
７
５-

２
５-

８
２
２
８

豪
快
か
つ
華
麗
で
優
美
な
芸

風
か
ら
「
舞(

ま
い)

金
剛(

こ

ん
ご
う)

」
と
呼
ば
れ
る
金
剛

流
。
関
東
で
は
上
演
機
会
の
少

な
い
金
剛
流
二
十
六
世
宗
家
を

迎
え
て
の
貴
重
な
公
演
で
す
。

▼
日
時

12
月
８
日
（
日
）
15
時
開
演

事
前
セ
ミ
ナ
ー

14
時
～
14
時
30
分

（
13
時
30
分
開
場
）

▼
出
演
者

金
剛
永
謹（
金
剛
流
シ
テ
方

二
十
六
世
宗
家
）、
金
剛
龍
謹

（
金
剛
流
シ
テ
方
）、
山
本

泰
太
郎
（
大
藏
流
狂
言
方
）、

森
常
好
（
下
掛
宝
生
流
ワ
キ

方
）
ほ
か

▼
料
金

Ｓ
席
６
千
円
、
Ａ
席
５
千

円
、
Ｂ
席
４
千
円
（
Ｂ
席
の

み
22
歳
以
下
２
千
円
）

※
全
席
指
定
、
未
就
学
児
入

場
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
・
会
場

〒
２
６
０-

０
８
５
２

千
葉
市
中
央
区

青
葉
町
９
７
７-

１

青
葉
の
森
公
園

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

（
月
曜
休
館
）

☎
０
４
３-

２
６
６-

３
５
１
１

Ｆ
０
４
３-

２
６
６-

１
６
６
０

http://aobageibun.com

千
葉
県
生
涯
大
学
校外

房
学
園

作
品
展
示
会
開
催

青
葉
能

議 案 番 号 件　　　　　　　名 採決結果

議案第１２号
夷隅郡市広域市町村圏事務組合職員の再任用に関する条例の制定について

可決
地方公務員法第２８条の４に基づき、職員の再任用に関し必要な事項を規定しました。

議案第１３号

特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決
広域ごみ処理施設建設工事における事業者選定委員会の学識経験を有する者の委員に報酬を
日額１万円としました。

議案第１４号
夷隅郡市広域市町村圏事務組合財政状況の作成及び公表に関する条例の制定について

可決地方自治法第２４３条の３第１項の規定に基づき、財政状況の公表に関し必要な事項を定め
ました。

議案第１５号
夷隅郡市広域市町村圏事務組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

可決
消防法施行令の一部改正が公布されたことに伴い、本条例の一部を改正しました。

議案第１６号
平成２５年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第２号）について

可決
歳入歳出予算を、既定予算に129千円増額し、予算総額を2,057,808千円にしました。

議案第１７号
平成２４年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計歳入歳出決算認定について

認定
決算額の歳入2,294,194,230円、歳出2,212,953,091円が認定されました。

議案第１８号
平成２４年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合外房線複線化事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて 認定
決算額の歳入186,744,944円、歳出186,729,562円が認定されました。

平成２５年第２回夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会議決結果をお知らせします。
（平成２５年８月２８日開会）
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俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【秋雨・月】

長寿のお祝いのご挨拶に同行させて頂きまし
た。今年度はなんと７名の方が１００歳を迎えら
れました。素晴らしいことですね。
私が同じ年になるまでは今までの３倍以上の月
日を重ねなくてはならないと考えると、ただただ
驚嘆するばかりです。
皆さんどうぞ元気にお過ごしください。

（鶴岡）

人の動き　※住民基本台帳人口数
■8，000（＋４）　　男3,805　女4,195
世帯数 3,658（平成25年９月30日）

御宿分署の出動状況
■火災発生件数　０　救急件数　32
平成25年９月中
御宿分署　☎８０－０１３６

交通事故発生状況
■発生件数　13　死者数　０　負傷者数　18　
（平成25年１月１日～９月30日現在）

町民バス利用状況
■乗車人数　118人
平成 25年９月中

ダムの貯水状況（平成25年１０月１日現在）
■貯水量　453,000㎥
貯水率　78．2％

町浄水場の水質検査
■平成25年７月17日　採水の検査結果
放射性セシウム　　　『不検出』

慶弔（平成 25 年 9 月届出）

■出生　１　死亡　12

名め
い
げ
つ月
や
お
だ
や
か
に
こ
そ
輝
か
が
やき
ぬ

草く
さ
を
燃も

す
煙け
む
の
行ゆ
く
え方
や
鰯
い
わ
し
ぐ
も雲

期き
た
い待
せ
し
お
わ
ら
流な
が
し
は
雨あ
め
の
中な
か

秋あ
き
さ
め雨
が
告つ

げ
て
季き
せ
つ節
の
終お
わ
り
か
な

弟
お
と
う
との
手て

を
引ひ

く
兄あ
に
や
刈か
り
た
み
ち

田
道

ゆ
く
雲く
も
や
む
ら
さ
き
滲に
じ
む
月つ
き
の
影か
げ

夕ゆ
う
ぐ
れ暮
の
海う
み
よ
り
来き

た
る
野の
わ
き分
か
な

唸う
な
り
あ
げ
つ
か
れ
を
知し

ら
ず
草く
さ
か
り
き

刈
機

振ふ

り
向む

け
ば
五ご
ざ
ん山
を
照て
ら
す
盆ぼ
ん
の
月つ
き

一ひ
と
え
だ枝
の
葉は

を
走は
し
ら
せ
し
風か
ぜ
は
秋あ
き

十い

六ざ

夜よ
い
の
月
を
い
た
だ
き
荒あ
り
磯そ

松ま
つ

次つ
ぎ
の
間ま

も
開あ

け
放は
な
ち
た
る
良り
ょ
う
や夜
か
な

●
良
夜
＝
中
秋
の
名
月
、
ま
た
は
十
三
夜

●
五
山
＝
京
都
五
山
・
鎌
倉
五
山
・
尼
寺
五
山
な
ど

●
野
分
＝
秋
の
暴
風
・
野
の
草
木
を
分
け
る
の
意

菊
池　

武
夫

澤
崎　

幸
子

金
子　

澄
子

本
吉
美
絵
子

本
吉　
　

愛

佐
藤
き
よ
み

佐
藤
志
保
子

大
曽
根
利
枝

桜
谷　

敬
蔵

小
野　

玲
子

岡
本　

俊
康

鶴
岡
と
く
路

編 集 記後
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タウンカレンダー11月　November
日	 　　　月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9

1 2

10　　　　　11　　　　　12　　　　　13　　　　　14　　　　　15　　　　　16

17　　　　　18　　　　　19　　　　　20　　　　　21　　　　　22　　　　　23

24　　　　　25　　 　　　26　　　　　27　　　　　28　　　　　29 　　　30

○消防団ソフトボール大会
　           (Ｂ＆Ｇ)

○おんじゅく鶴亀学校　
　　（役場大会議室)

○健康運動教室
　14:00～15:00
              （B&G)

○乳児相談　
　13:30～15:00
　 　　　　（保健）

○かつうら鶴亀学校
　（日本武道館研修センター）

○サンデーオープン
　9:00～12:00
○町民清掃
○スペインコンサート（公民）
○収穫祭（上布施コミュ　
　 ニティ消防センター）
○定住化促進体験ツアー

○1歳6ヵ月健診
　13:15～13:30
               (保健)
○3歳児健診
　13:30～13:45
               (保健)

○子育て相談
　10:00～11:30
               (御児)
○健康運動教室
　14:00～15:00
              （B&G)

文化の日
○文化祭
　 9:00～15:00
　 　　　　（公民）

○文化祭
　 9:00～15:00
　 　　　　（公民）

○健康運動教室
　14:00～15:00
              （B&G)
○七つ子祝
　　（公民)

健康運動教室
　14:00～15:00
              （B&G)

（保健）⇒町保健センター　（公民）⇒公民館　（B&G)⇒町B&G海洋センター　（御児）⇒御宿児童館

　11月９日（土）から11月15日（金）まで「秋の全国火災予防運動」が実施されます。
　火災はちょっとした不注意から起こっています。中でも焚き火の拡大や、タバコからの出火事例が多く
発生しています。火の取り扱いには十分注意してください。　
☆住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　消防本部では、火の用心７つのポイントを作成し、火災予防を呼びかけています。
・３つの習慣
　　○　寝たばこは、絶対にやめる。
　　○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
・４つの対策
　　○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
　　○　寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用しましょう。
　　○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置しましょう。
　　○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を作りましょう。

問い合わせ
夷隅郡市広域市町村圏事務組合
消防本部予防課　☎０４７０－８０－０１３２

『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』

○文化祭
　 9:00～15:00
　 　　　　（公民）

○健康運動教室
　14:00～15:00
 　　　 　（B&G）

１１月１１日～１７日は「税を考える週間」です。
ぜひこの機会にご家庭や職場などで税の仕組み、

使い道や必要性について考えてみませんか。

発　行：御宿町平成25年10月25日（金）／発行責任者：御宿町長石田　義 ／編集：企画財政課／電話：0470−68−2511（代）
住　所：〒299－5192  千葉県夷隅郡御宿町須賀1522／ホームページ：http://www.town.onjuku.chiba.jp/


